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ボス・マネジメントとは何か

　先生方は，何かミッションを達成す
るために上司にお願いしたことはあり
ますか？　組織を良くするために柔軟
な発想でいろいろなアイデアが思い浮
かび，プロジェクトを立案することも
あるはずです。しかし，実際の組織に
おける最終的な決定権は上司にありま
す。
　「上司の反対で改革に失敗した」「上
司といつも議論がかみ合わない」「上
司にいくら説明してもわかってくれな
い」。こんな愚痴を発した経験は皆さ
んもあるのではないでしょうか。残念
ながら若手医師には権限がないので
す。責任も取れません。そもそも若手
医師がプロジェクトを実施していくに
は上司の協力は必要不可欠なのです。
　若手医師だけでなく，医師は永遠の
中間管理職です。私も教授となりまし
たが，学部長や病院長にお願いするこ
ともあります。学部長や病院長も理事
長や学長と交渉するケースがあるでし
ょう。医師は常に目上の方と交渉する
機会があります。そのような状況で，
けんか腰で不平不満を言っても，上司
は逆にプロジェクトに反対するだけで
す。上司に対してうまく交渉すること
が求められます。
　プロジェクトを実現するための一つ
の方法として，上司にうまくアイデア
を説明し納得してもらうことで，上司
の力を借りて組織を動かす策が挙げら
れます。この上司に対する働きかけ，
影響力を行使することを「ボス・マネ
ジメント」と言います。つまり，組織
における一般的なマネジメントの概念
とは逆に，部下が仕事の目的を達成す
るために上司を動かすという考え方で
す。部下が上司に対し能動的かつ戦略
的に働きかけることで，自らが仕事を
進めやすいように上司をうまくコント
ロールしたり，相手から積極的な支援
を引き出したりするためのコミュニ
ケーション手法や環境づくりの技術を
指します。

実践に重要な 6つのポイント

　では，上司から積極的な支援を得る
には何を心がければよいのでしょう
か？　そのための戦略はあるのでしょ
うか？　文献的に見たボス・マネジメ
ントを実践するためのワンポイントア
ドバイスを紹介します 1, 2）。
認知度：パフォーマンスが低いと思わ
れる人の意見を聞くでしょうか？　影
響を与えたいと考えている上司から，
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ボス・マネジメントのススメ

部下は高い業績を上げていると見られ
ているかは重要です。上司にとってハ
イパフォーマーになるために何が必要
かを考えてみましょう。
内的な決断：上司がリーダーとして，
また人間として限界を持っていること
の受容が必要です。上司も人間である
ことを認識することで，非現実的な期
待を，より現実的なレベルまで緩和で
きます。自身のマインドセットを調整
しましょう。
ラポールの形成：上司との積極的なコ
ミュニケーション，また，信頼関係を
築き，上司の期待値を明確にしましょ
う。
外的な決断①：あなたのアイデアは，
上司のビジョンに合致しているでしょ
うか。新しいアイデアやニーズをサ
ポートするためのリソースはあります
か。外的に支持が得られない理由を理
解しましょう。また，プロジェクトを
上司に打ち明けるタイミングや場所も
交渉の成否に影響します。
外的な決断②：manage upか lead upか
を明確にしましょう。Manage upとは，
既存の方針，手順，規則などに言及し，
経営，規則，ガイドラインの観点から
上司に語りかけることです。一方の
lead upは，上司に対する影響力，ラポー
ル形成などの対人関係のスキルを用い
て，上司の方向性，アイデア，信念に
影響を与える方法です。上司から支持
を得ようとする場合，どちらの戦略が
有効か，それとも両方用いるかを判断
することは重要です。
コミュニケーション：いつ，どのよう
に，何を言えば支持を得られるかを理

解すべきであるとともに，端的にわか
りやすいメッセージを組み立てる技術
も必要です。上司に対する影響力を持
ってコミュニケーションし，メッセー
ジを組み立てましょう。
　これらのパールと，対応するピット
フォールをまとめたものを表 1）に示し
ました。ぜひ参考にしてみてください。

ボス・マネジメントの具体例・
実践例

　下記に示す具体的な CASEをもと
に，表の内容を踏まえながら，ボス・
マネジメントを考えてみましょう。
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CASE
働き方改革が叫ばれる中，若手医師の A
は，勤務する大学病院の産婦人科が主
治医制であることに不満を持っていた。土
日に出勤することで労働時間が延長され，
疲労によるインシデントも発生していたため
である。そこでAは，教授に「主治医制
をチーム制に変えてほしい」と訴えたところ，
「チーム制になると責任の所在が不明にな
る」と言われ，反対された。

Aは一度持ち帰り，教授からの信頼の厚
い病棟医長 Bに相談。Bは，若手医師
Aの考えに納得し，チーム制への移行に
賛同した。教授を納得させるためにBは，
働き方改革の開始により時間外労働の
上限が病院長の命令で厳格に管理される
必要があることを示す文書の入手と併せ
て，教室員の時間外労働の実態を表す
データと照らし合わせることで，現時点で
は違反者が出る可能性があることを可視
化した。その一方で，若手の教室員が皆，
チーム制に賛同していることを確認するよ
うにAに指示を出した。

●表　 ボス・マネジメントの実践に当たってのパールと，対応するピットフォール（文
献 1より）

パール ピットフォール
ハイパフォーマーとなるために何が必要か
を知っている あなたの活動が成功を導くと思ってしまう

ハイパフォーマーを出す人材として認めら
れるようにする

上司にあなたの業績がどうとらえられてい
るかを考慮しない

「うまく動かす（lead up）」か「管理目線で
働きかけるか（manage up）」 上司に問題を解決してほしいと不満を言う

上司に対する影響力を活用する 戦略や選択肢を考えない
自分のマインドセットや態度など，変えら
れることに焦点を当てる 上司を変えようとする

状況を明確化し，選択肢を考慮の上，戦略
を選ぶ 考えずに衝動的に行動して最善を望む

上司に会う機会があれば「重大案件リスト」
を用意しておく 上司に会う利点を生かさない

理解するために集中し，相手の話に聞き入
る 相手の話を聞く以上に自分が話す

上司の世界を理解する 自己の要求だけを気にする
上司がどのように考えるかを学ぶ 上司のスタイルに対して不満をもらす
問題だけでなく解決策も携える 声に出して不満を言う
早めにコミュニケーションをとる，悪い知
らせでも驚かない 黙っていて，上司に知らせない

上司と信頼関係を築く 注文が多く，気難しく，すぐ反対する
辛抱強くあれ 非現実的な期待を抱く

チーム制に難色を示す理由をBが教授に
尋ねてみたところ，「患者に対する責任感
が欠如しやすい」との懸念を持ち合わせ
ていたことがわかった。そこで，日中は 3
人チームによるチーム制とし，患者に対す
る主治医も明確にする案を作成。休日は，
当直医以外は出勤しないこととし，実現す
るための患者の申し送りや緊急時の体制
のプランを立案した。

Bは，外来医長や医局長にも相談し，そ
のコンセプトや新しい体制について丁寧に
説明。納得を得ることに成功した。Bは，
収集してきたデータや綿密に練ったプラン
を，教授の忙しくない時間に丁寧に説明し
たところ，教授の納得を得ることができた。
最後に Bは，責任をもって体制の変更を
管理することを教授に約束した。

　本 CASEでは，若手医師 Aは教授
に対する影響力がないために，アイデ
アを却下されました。そこで教授に影
響力のある病棟医長 Bに相談し，法
的に労働時間を管理する必要性がある
こと，現時点で違反者が存在すること
をデータで示し，規則や病院長の命令
といった影響力を用いて説明しようと
試みています。すなわち manage upの
手法です。教授の懸念事項については
自身のマインドセットを調整し，完全
なチーム制への移行にこだわらず，教
授も納得できる形での対案を作成しま
した。また，若手医師だけでなく，外
来医長，医局長の賛同も得ることで，
さらに教授に対する影響力を強めてい
ます。そして，教授に配慮し，忙しく
ないタイミングで，信頼の厚い病棟医
長 Bが丁寧に，責任をもって管理す
ることを伝えたことで納得を得た形と
評価できます。

＊
　若手医師はこれから柔軟な発想でい
ろいろなアイデアやプロジェクトを考
えてください。しかし，思いつくこと
と，実施することは全く違います。特
に，若手医師は何をするにも上司の許
可が必要です。上司の立場を理解し，
ボス・マネジメントを行うことで，上
司と win-winの関係を作り，組織をよ
り良いものにしていきましょう。
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